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議案番号 件　　　　名 概　　　　要 提出者 審議結果

（報告・質　

  疑のみ）

全会一致

で可決　

全会一致

で可決　

全会一致

で可決　

全会一致

で可決　

全会一致

で可決　

賛成多数

で認定　

全会一致

で認定　

全会一致

で認定　

全会一致

で認定　

全会一致

で認定　

全会一致

で認定　

全会一致

で認定　

全会一致

で認定　

全会一致

で認定　

市長

市長

市長

市長

市長

市長

市長

市長

市長

市長

市長

市長

市長

市長

市長

平成29年度決算に基づく健全化

判断比率及び資金不足比率の報

告について

伊東市印鑑条例の一部を改正す

る条例

平成29年度伊東市水道事業会計

未処分利益剰余金の処分につい

て

平成30年度伊東市一般会計補正

予算（第２号）

平成30年度伊東市国民健康保険

事業特別会計補正予算（第１号）

平成30年度伊東市水道事業会計

補正予算（第１号）

平成29年度伊東市一般会計歳入

歳出決算

平成29年度伊東市下水道事業特

別会計歳入歳出決算

平成29年度伊東市競輪事業特別

会計歳入歳出決算

平成29年度伊東市国民健康保険

事業特別会計歳入歳出決算

平成29年度伊東市土地取得特別

会計歳入歳出決算

平成29年度伊東市霊園事業特別

会計歳入歳出決算

平成29年度伊東市介護保険事業

特別会計歳入歳出決算

平成29年度伊東市介護老人保健

施設特別会計歳入歳出決算

平成29年度伊東市後期高齢者医

療特別会計歳入歳出決算

地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規定に基

づき、①実質赤字比率、②連結実質赤字比率、③実質

公債費比率、④将来負担比率の「健全化判断比率」の

報告及び病院事業会計、水道事業会計、下水道事業特

別会計について「資金不足比率」の報告

コンビニエンスストア等に設置される多機能端末機を

利用した印鑑登録証明書の申請及び交付について規定

する条例改正

平成29年度伊東市水道事業会計未処分利益剰余金４億

3,875万1,207円のうち、１億311万741円を減債積立

金へ、１億円を建設改良積立金へ、２億3,564万466

円を資本金へ組み入れることについて、地方公営企業

法の規定により議会の議決を求めるもの

第一に庁舎維持管理事業における庁舎空調設備修繕や、

マイナンバーカード記載事項拡充に伴うシステム改修

を始めとする各種事業経費の追加、第二に生活保護費

等における平成29年度事業費確定に伴う国県支出金返

還金等の追加、第三に財政調整基金、減債基金等への

積み立てを主な内容として、７億8,623万8,000円の追加

確定した国民健康保険事業費納付金についての増減の

整理などに３億7,905万2,000円の追加

荻城ノ平水源から大腸菌が検出されたことから紫外線

処理設備整備に関する基本設計の委託料として、資本

的支出3,000万円の追加

地方自治法第96条第１項第３号に基づく各会計の平成

29年度歳入歳出決算の認定

詳しくは３ページの表をごらんください。

市報第14号

市議第12号

市議第13号

市議第14号

市議第15号

市議第16号

市認第４号

市認第５号

市認第６号

市認第７号

市認第８号

市認第９号

市認第10号

市認第11号

市認第12号

討論

討論

平成30年９月定例会
平成29年度一般会計・特別会計・企業会計決算を含む

22件の議案等を審議、決定

市 議 会 だ よ り
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議案番号 件　　　　名 概　　　　要 提出者 審議結果

市長

市長

市長

議員

８名

議員

８名

議員

８名

議員

８名

平成29年度伊東市病院事業会計

決算

平成29年度伊東市水道事業会計

決算

人権擁護委員候補者の推薦につ

いて

児童虐待防止対策のさらなる強

化を求める意見書

学校施設や通学路におけるブ

ロック塀等の安全性確保を求め

る意見書

ゴルフ場利用税の堅持を求める

意見書

ＬＧＢＴに関する差別撤廃へ向

け理解促進を求める意見書 

堀川珠代氏（宇佐美）新任

内閣総理大臣、総務大臣、文部科学大臣、厚生労働大

臣、国家公安委員会委員長、衆議院議長及び参議院議

長に提出

内閣総理大臣、総務大臣、文部科学大臣、国土交通大

臣、衆議院議長及び参議院議長に提出

内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、文部科学大臣、

経済産業大臣、衆議院議長及び参議院議長に提出

内閣総理大臣、衆議院議長及び参議院議長に提出

市認第13号

市認第14号

市諮第２号

発議第４号

発議第５号

発議第６号

発議第７号

賛成多数

で認定　

全会一致

で認定　

全会一致で

推薦に同意

全会一致

で可決　

全会一致

で可決　

　

全会一致

で可決　

全会一致

で可決　

討論

LGBTとは、性的少数者の総称のひとつです。

L=レズビアン（同性を好きになる女性）

G=ゲイ（同性を好きになる男性）

B=バイセクシュアル（同性も異性も好きになる人）

T=トランスジェンダー（体と心の性が一致しない人）

※

予
算
編
成
の
背
景

　

平
成
二
九
年
度
一
般
会
計
当

初
予
算
は
景
気
回
復
の
兆
し
が

見
え
始
め
、
個
人
市
民
税
や
入

湯
税
の
増
収
が
見
込
ま
れ
た
中

に
お
い
て
も
、
財
政
健
全
化
に

向
け
た
取
り
組
み
を
着
実
に
進

め
つ
つ
、
市
民
幸
福
度
向
上
を

図
り
、
将
来
像
実
現
を
目
指
し

て
、
未
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ

く
り
を
充
実
さ
せ
る
各
種
施
策

の
展
開
を
念
頭
に
サ
マ
ー
レ

ビ
ュ
ー
の
成
果
を
反
映
さ
せ
た
。

歳
入
歳
出
決
算
の
概
要

　

歳
入
決
算
に
お
い
て
は
、
自

主
財
源
で
大
き
な
比
重
を
占
め

る
市
税
が
対
前
年
度
比
で
増
と

な
り
、
ま
た
、
ふ
る
さ
と
伊
東

応
援
寄
附
金
が
増
加
し
た
こ
と

に
よ
り
寄
附
金
が
対
前
年
度
比

で
大
き
く
上
回
る
決
算
と
な
り
、

自
主
財
源
全
体
で
も
対
前
年
度

比
一
・
三
％
の
増
加
と
な
っ
て

い
る
。
依
存
財
源
で
は
、
利
子

割
交
付
金
を
初
め
と
し
た
各
種

交
付
金
が
増
加
し
た
も
の
の
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

等
の
大
型
事
業
が
完
了
し
た
こ

と
に
よ
り
市
債
及
び
国
庫
支
出

金
が
減
少
し
て
い
る
。

　

歳
出
決
算
で
は
、
経
常
経
費

に
お
い
て
、
維
持
補
修
費
や
扶

助
費
が
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、

平
成
二
六
年
度
に
借
り
入
れ
た

一
般
廃
棄
物
処
理
事
業
債
の
元

金
償
還
が
始
ま
っ
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
公
債
費
が
八
・
四
％
、

ふ
る
さ
と
伊
東
応
援
寄
附
金
返

礼
事
業
な
ど
に
よ
り
物
件
費
が

対
前
年
度
比
七
・
四
％
増
加
し

て
い
る
。

　

投
資
的
経
費
は
、
普
通
建
設

事
業
に
お
い
て
、
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
建
設
や
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
建
設
な
ど
の
大
型
事
業
が

完
了
し
た
結
果
、
対
前
年
度
比

で
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
制
施
行
七
〇
周
年

の
節
目
の
年
を
迎
え
た
こ
と
か

ら
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
パ
レ
ー
ド
な

ど
記
念
事
業
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
地
域
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
や
市
長
へ
の
手
紙
、
未
来

ビ
ジ
ョ
ン
会
議
を
開
催
し
、
市

民
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
ご

意
見
に
対
し
迅
速
に
対
応
す
る

な
ど
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
に
よ
る

平成29年度　一般会計・特別会計・企業会計決算

歳　　入

決算額（円）

合　　計

一 般 会 計

収入率
（％）

区　分

会計別

下 水 道 事 業

競 輪 事 業

国民健康保険事業

土 地 取 得

霊 園 事 業

介 護 保 険 事 業

介護老人保健施設

後期高齢者医療

26,950,373,962

2,140,436,163

22,297,579,247

11,592,164,578

543,913

56,004,263

7,721,877,412

85,876,857

1,887,743,528

72,732,599,923

97.2

99.1

99.0

101.2

98.9

99.6

98.8

100.2

99.9

98.7

25,964,442,370

2,132,054,837

21,651,058,685

10,963,379,182

455,388

55,884,273

7,567,142,632

85,621,032

1,864,138,018

70,284,176,417

○

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

特

別

会

計

審 議

結 果

歳　　出

執行率
（％）

決算額（円）

決算額（円） 決算額（円）

93.6

98.7

96.1

95.7

82.8

99.4

96.8

99.9

98.7

95.3

収　　入

収入率
（％）

区　分

会計別

収益勘定

資本勘定

収益勘定

資本勘定

379,344,312

128,260,785

1,759,008,191

327,323,920

98.9

99.9

104.4

97.0

373,015,571

185,006,562

1,492,825,642

1,201,992,914

企

業

会

計

審 議

結 果

支　　出

執行率
（％）

94.9

99.9

98.6

97.6

病院事業

水道事業

○

◎

◎全会一致で認定　○賛成多数で認定

—

平
成
29
年
度

市
長
決
算
概
要
説
明

（要旨）

市 議 会 だ よ り

3



本
会
議
で
行
わ
れ
た

討
論
の
概
要

市
議
第
一
四
号

︽
賛
成
︾
伊
東
新
時
代
。

　

九
月
補
正
で
目
立
っ
た
金
額

は
基
金
の
積
立
金
で
あ
り
、
歳

出
で
は
な
い
と
も
捉
え
ら
れ
る
。

　

事
業
の
拡
大
や
施
設
の
整
備

費
等
、
税
金
の
使
い
道
は
適
正

で
あ
る
か
都
度
見
極
め
る
必
要

が
あ
る
。

　

市
民
が
誇
り
を
も
て
る
ま
ち

に
進
化
さ
せ
る
た
め
の
補
正
予

算
に
な
る
こ
と
を
願
い
、
賛
成

す
る
。

市
認
第
一
三
号
　

︽
反
対
︾
伊
東
新
時
代
。

　

前
市
長
の
市
民
病
院
へ
の
天

下
り
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

の
観
点
か
ら
市
民
の
疑
念
を
招

い
た
と
思
う
。
ま
た
、
病
院
経

営
に
つ
い
て
も
近
年
ブ
ラ
ッ
ク

ボ
ッ
ク
ス
化
し
て
お
り
、
決
算

を
認
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

病
院
経
営
が
し
っ
か
り
な
さ
れ

て
い
る
か
否
か
で
判
断
す
べ
き

で
あ
り
、
経
営
内
容
が
不
透
明

で
あ
る
以
上
、
認
定
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

市
認
第
四
号

︽
反
対
︾
日
本
共
産
党

　

佃
前
市
長
の
収
賄
事
件
の
初

公
判
で
独
断
的
な
土
地
購
入
経

緯
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
二

九
年
度
の
市
政
運
営
で
も
、
庁

内
で
の
十
分
な
議
論
や
公
民
連

携
で
ま
ち
を
発
展
さ
せ
て
い
く

﹁
未
来
協
知
﹂
の
姿
勢
が
不
十

分
で
は
な
か
っ
た
か
。
厳
し
い

差
し
押
さ
え
に
よ
る
納
税
推
進

の
一
方
、
税
の
有
効
活
用
や
、

経
済
振
興
策
に
問
題
が
あ
る
と

考
え
、
決
算
の
認
定
に
反
対
す

る
。

︽
賛
成
︾
自
民
・
絆

　

歳
出
の
義
務
的
経
費
が
ふ
え

て
お
り
、
こ
の
ま
ま
少
子
高
齢

化
と
人
口
減
少
が
進
む
と
、
税

収
は
減
り
、
社
会
保
障
費
は
増

加
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
小
野

市
長
の
就
任
後
、
観
光
関
連
、

子
育
て
関
連
等
の
増
額
の
補
正

を
行
っ
た
が
、
今
後
も
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
市

内
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
、

本
決
算
が
新
た
な
出
発
点
と
な

る
こ
と
を
願
い
、
認
定
す
る
。

︽
賛
成
︾
伊
東
新
時
代
。

　

昨
年
度
は
、
佃
前
市
長
の
特

別
顧
問
就
任
が
発
表
さ
れ
、
市

民
か
ら
は
権
力
の
二
重
構
造
を

危
惧
す
る
声
が
寄
せ
ら
れ
る
等
、

市
政
へ
の
信
頼
感
を
欠
く
部
分

も
あ
っ
た
と
考
え
る
が
、
小
野

市
長
の
地
域
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
等
で
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
に

よ
る
新
た
な
市
政
運
営
を
目
指

す
政
治
姿
勢
は
高
く
評
価
で
き
、

将
来
に
期
待
す
る
こ
と
か
ら
、

本
議
案
に
賛
成
す
る
。

︽
賛
成
︾
公
明
党

　

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
を

認
定
す
る
に
当
た
り
、
市
制
施

行
七
〇
周
年
の
意
義
を
踏
ま
え

た
施
策
及
び
市
民
要
望
に
応
え

る
予
算
の
執
行
、
さ
ら
に
各
基

金
へ
の
積
み
増
し
等
を
し
た
結

果
、
歳
入
歳
出
決
算
を
黒
字
と

し
、
堅
実
な
予
算
執
行
が
さ
れ

た
と
判
断
す
る
。
今
後
、
本
決

算
を
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
市
民

要
望
に
応
え
る
市
政
運
営
を
願

い
、
賛
成
す
る
。

市
議
会
内
の
会
派
構
成

平
成
三
〇
年
一
〇
月
一
日
現
在

◎
は
代
表
者
、
会
派
構
成
議
員

は
議
席
順

■
正
風
改
革
ク
ラ
ブ

　
　

山
口　

嘉
昭　

議
員

　

◎
佐
山　
　

正　

議
員

　
　

井
戸　

清
司　

議
員

　
　

土
屋　
　

進　

議
員

■
自
民
・
絆

　
　

大
川　

勝
弘　

議
員

　
　

青
木　

敬
博　

議
員

　

◎
中
島　

弘
道　

議
員

　
　

稲
葉
富
士
憲　

議
員

■
市
民
民
主
ク
ラ
ブ

　

◎
四
宮　

和
彦　

議
員

　
　

鈴
木　

克
政　

議
員

　
　

浅
田　

良
弘　

議
員

■
公
明
党

　

◎
鳥
居　

康
子　

議
員

　
　

長
沢　
　

正　

議
員

■
日
本
共
産
党

　
　

佐
藤　

龍
彦　

議
員

　

◎
重
岡　

秀
子　

議
員

■
伊
東
新
時
代
。

　
　

犬
飼
こ
の
り　

議
員

　

◎
杉
本　

一
彦　

議
員

■
会
派
に
所
属
し
て
い
な
い

　
　

横
沢　
　

勇　

議
員

　
　

稲
葉　

正
仁　

議
員

市
政
運
営
に
も
取
り
組
ん
だ
。

本
市
の
財
政
状
況

　

本
市
の
財
政
は
、
職
員
の
人

件
費
を
含
む
全
て
の
事
務
事
業

の
見
直
し
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

改
革
へ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

適
正
と
さ
れ
る
規
模
の
黒
字
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
文
化
施

設
整
備
基
金
等
へ
の
積
み
立
て

な
ど
、
将
来
を
見
据
え
た
財
源

の
確
保
を
図
る
こ
と
が
で
き
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
健
全
化

判
断
比
率
な
ど
の
財
政
指
標
も

含
め
、
健
全
性
は
維
持
で
き
て

い
る
も
の
と
判
断
し
て
い
る
。

　

市
長
就
任
以
来
、﹁
み
ん
な
が

つ
く
る
伊
東
市
﹂
、﹁
み
ん
な
が

楽
し
い
伊
東
市
﹂
、﹁
み
ん
な
が

暮
ら
す
伊
東
市
﹂
の
三
本
柱
と
、

対
話
と
融
和
で
﹁
未
来
を
拓
く
﹂
、

夢
と
希
望
を
形
に
す
る
た
め
に

を
経
営
方
針
と
し
て
市
政
運
営

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
今
後
も

こ
れ
に
基
づ
き
市
民
の
た
め
、

本
市
の
発
展
に
努
め
る
所
存
で

あ
る
。

　

最
後
に
、
本
決
算
の
意
義
を

真
摯
に
受
け
止
め
、
皆
様
か
ら

の
貴
重
な
ご
意
見
、
ご
指
導
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
最
善
の
努

力
を
し
て
い
き
た
い
。

市 議 会 だ よ り
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会派及び会派に所属していない議員から７議員が質疑／

決算概要説明及び各会計決算に係る議案について質疑
（質疑順に掲載。会派構成は４ページをごらんください。）

市
税
に
お
け
る
収
入
未
済
額

及
び
不
納
欠
損
額
の
減
額
要

因
に
つ
い
て
伺
う

市
長

ト
イ
レ
の
洋
式
化
及
び
床
面
の

ド
ラ
イ
化
を
初
め
と
す
る
改
修

に
よ
り
、
環
境
整
備
に
努
め
た

　

小
学
校
に
お
い
て
は
、
東
小

学
校
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
へ
の
空

調
機
器
設
置
、
東
小
学
校
・
南

小
学
校
屋
内
運
動
場
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
へ
の
交
換
の
ほ
か
、
不
具

合
の
生
じ
て
い
た
大
池
小
学
校

の
放
送
設
備
の
改
修
、
東
小
学

校
と
宇
佐
美
小
学
校
に
お
い
て

は
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
及
び
床

面
の
ド
ラ
イ
化
な
ど
の
改
修
を

実
施
し
た
。
ま
た
、
雨
漏
り
の

発
生
し
て
い
る
東
小
学
校
、
池

小
学
校
で
は
屋
上
防
水
工
事
、

南
小
学
校
の
下
水
道
接
続
工
事

を
実
施
し
た
。

　

ま
た
、
中
学
校
に
お
い
て
は
、

外
壁
に
亀
裂
が
入
り
、
床
等
へ

の
浸
水
が
発
生
し
て
い
た
対
島

中
学
校
で
、
外
壁
の
塗
装
と
屋

上
の
防
水
工
事
を
実
施
し
た
。

　

今
後
も
、
ト
イ
レ
未
改
修
二

校
の
工
事
を
行
う
と
と
も
に
、

学
校
の
要
望
や
施
設
の
現
状
を

踏
ま
え
、
よ
り
よ
い
教
育
環
境

の
実
現
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
引

き
続
き
、
計
画
的
に
改
修
を
し

て
い
く
。

市
長

納
期
内
納
付
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
滞
納
処
分
の
早
期
着
手

に
よ
り
、
新
た
な
滞
納
が
抑
制

さ
れ
た

　

市
税
に
お
け
る
収
入
未
済
額

の
減
額
要
因
に
つ
い
て
は
、
現

年
課
税
分
に
お
い
て
、
納
期
内

納
付
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

滞
納
処
分
の
早
期
着
手
に
よ
り
、

新
た
な
滞
納
が
抑
制
さ
れ
た
こ

と
、
ま
た
滞
納
繰
越
分
に
お
い

て
、
徹
底
し
た
財
産
調
査
を
も

と
に
滞
納
者
の
担
税
力
を
把
握

し
、
滞
納
処
分
の
執
行
や
停
止

の
判
断
が
速
や
か
に
行
わ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
収
入
未
済
額
が

縮
減
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
不
納
欠
損
額
の
減

額
要
因
に
つ
い
て
は
、
不
納
欠

損
に
該
当
す
る
件
数
が
減
少
し

た
こ
と
及
び
比
較
的
高
額
な
案

件
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

﹃
そ
の
他
の
質
疑
二
八
項
目
﹄

市
長

生
活
保
護
受
給
者
の
年
間
実
数

及
び
高
額
な
治
療
薬
を
使
用
し

た
受
診
件
数
が
減
少
し
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
あ
る

 

生
活
扶
助
費
及
び
医
療
扶
助

費
が
大
幅
減
と
な
り
、
そ
の
要

因
に
つ
い
て
は
、
生
活
扶
助
費

は
、
生
活
保
護
受
給
者
の
年
間

実
数
が
対
前
年
度
比
二
三
五
世

帯
の
減
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
医
療
扶
助
費
は
、

高
額
薬
価
の
治
療
薬
を
使
用
し

た
受
診
件
数
が
、
前
年
度
と
比

べ
て
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
、
こ
の
傾
向
は
全

国
的
な
傾
向
で
あ
る
。

 

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、

生
活
保
護
受
給
世
帯
は
、
高
齢

者
世
帯
が
六
六
％
を
占
め
て
お

り
、
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、

医
療
や
介
護
の
支
払
い
に
困
窮

す
る
世
帯
か
ら
の
申
請
が
続
く

と
思
わ
れ
、
多
少
の
増
減
は
あ

る
も
の
の
、
現
状
の
水
準
で
推

移
す
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

市
長

一
六
件
の
起
業
が
促
進
さ
れ
、

雇
用
創
出
に
つ
な
が
っ
た

 

本
事
業
は
、
開
業
資
金
及
び

家
賃
の
一
部
を
補
助
し
、
起
業

の
促
進
及
び
空
き
店
舗
の
減
少

正風改革クラブ

佐山　正議員

学
校
施
設
改
修
等
事
業
の
実

績
に
つ
い
て
伺
う

　

稲葉富士憲議員

生
活
保
護
費
に
お
け
る
扶
助
費

が
対
前
年
度
比
で
大
幅
減
と
な

っ
て
い
る
要
因
及
び
今
後
の
見

通
し
に
つ
い
て
伺
う

◎中島弘道議員
登壇者=◎

自民・絆

起
業
支
援
及
び
空
き
店
舗
対

策
補
助
事
業
に
つ
い
て
伺
う

市 議 会 だ よ り
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を
図
り
、
市
内
経
済
の
活
性
化

を
図
る
も
の
で
あ
る
。

　

平
成
二
九
年
度
の
実
績
は
、

一
六
件
の
起
業
が
促
進
さ
れ
、

そ
の
う
ち
、
商
店
街
の
空
き
店

舗
を
活
用
し
た
起
業
が
三
件
、

移
住
者
に
よ
る
起
業
が
五
件
、

若
者
の
起
業
が
七
件
で
あ
る
。

ま
た
、
正
社
員
や
パ
ー
ト
一
六

人
の
雇
用
創
出
に
つ
な
が
る
な

ど
、
大
き
な
成
果
が
あ
っ
た
も

の
と
考
え
て
い
る
。

 

課
題
に
つ
い
て
は
、
起
業
を

促
進
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
い

か
に
起
業
の
質
を
高
め
て
い
く

か
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
平
成
二
九
年
度
か
ら
は
、

伊
東
商
工
会
議
所
と
連
携
し
、

起
業
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
知

識
を
学
ぶ
伊
東
創
業
塾
を
受
講

す
る
こ
と
を
補
助
の
要
件
と
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

 

今
後
に
つ
い
て
も
、
引
き
続

き
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
た
制
度
の
運
営
を
行
っ
て
い

く
と
と
も
に
、
さ
ら
に
若
者
の

起
業
に
つ
な
が
る
よ
う
な
制
度

の
充
実
を
検
討
し
て
い
く
。

﹃
そ
の
他
の
質
疑
二
二
項
目
﹄

市
長

体
験
型
サ
ー
ビ
ス
の
返
礼
品
を

利
用
す
る
際
に
、
市
内
で
の
飲

食
や
お
土
産
等
の
購
入
が
想
定

さ
れ
、
二
次
的
な
市
内
消
費
を

含
め
、
経
済
波
及
効
果
が
あ
っ

た
も
の
と
認
識
し
て
い
る

 

ふ
る
さ
と
伊
東
応
援
寄
附
金

返
礼
事
業
八
四
三
三
万
七
〇
〇

〇
円
の
費
用
の
内
訳
は
、
返
礼

品
の
調
達
費
用
に
五
五
四
六
万

三
〇
〇
〇
円
、
寄
附
の
申
し
込

み
や
決
済
等
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
の
経
費
に
二
六
三
四
万
三
〇

〇
〇
円
の
ほ
か
、
返
礼
品
の
送

付
費
用
、
お
礼
状
な
ど
の
郵
送

料
や
プ
リ
ン
タ
ー
ト
ナ
ー
な
ど

に
係
る
経
費
で
あ
る
。

 

返
礼
品
に
お
け
る
種
類
別
の

市
長

全
て
の
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
は
、
速
や
か
に
着
手
す

べ
き
と
考
え
て
い
る

 

エ
ア
コ
ン
設
置
状
況
は
、
パ

ソ
コ
ン
室
等
の
特
別
教
室
三
二

〇
室
の
う
ち
二
二
室
に
設
置
し

て
お
り
、
普
通
教
室
一
六
五
室

へ
の
設
置
は
な
く
、
全
保
有
教

室
に
対
す
る
設
置
率
は
四
・

五
％
で
あ
る
。
ま
た
、
全
て
の

普
通
教
室
に
設
置
し
た
場
合
の

試
算
は
約
一
〇
億
円
、
さ
ら
に

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
と
し
て
、

電
気
代
が
年
間
約
六
五
〇
万
円

と
多
額
な
費
用
を
要
す
る
。

 

し
か
し
な
が
ら
、
今
夏
の
猛

暑
に
鑑
み
る
と
、
全
て
の
普
通

教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ

い
て
は
、
速
や
か
に
着
手
す
べ

き
と
考
え
て
お
り
、
設
置
に
際

し
て
は
低
学
年
を
優
先
す
る
な

ど
、
公
平
性
を
保
ち
な
が
ら
計

画
的
に
設
置
を
進
め
て
い
く
。

﹃
そ
の
他
の
質
疑　

七
項
目
﹄

市
長

地
域
の
身
近
な
課
題
か
ら
本
市

の
未
来
に
向
け
た
提
言
な
ど
、

二
七
〇
件
の
ご
意
見
・
ご
提
言

を
い
た
だ
い
た

　

地
域
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

は
、
私
み
ず
か
ら
地
域
に
伺
い
、

よ
り
多
く
の
住
民
の
皆
様
の
生

の
声
を
伺
う
こ
と
に
よ
り
、
世

論
の
動
向
を
正
し
く
把
握
し
、

市
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
し
た
も
の
で
あ
り
、

公明党
鳥居康子議員

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
に
よ
る
市
政

運
営
に
関
し
、
地
域
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
内
容
及
び

成
果
に
つ
い
て
伺
う

市民民主クラブ
四宮和彦議員

ふ
る
さ
と
伊
東
応
援
寄
附
金

返
礼
事
業
に
よ
る
市
内
へ
の

経
済
波
及
効
果
を
ど
の
よ
う

に
評
価
す
る
か
伺
う

伊東新時代。
杉本一彦議員

本
市
の
小
・
中
学
校
に
お
け

る
エ
ア
コ
ン
設
置
状
況
及
び

エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
の

考
え
を
伺
う

調
達
費
用
の
構
成
比
に
つ
い
て

は
、
地
元
の
特
産
品
等
が
返
礼

品
の
調
達
費
用
全
体
の
一
一
・

〇
％
、
宿
泊
施
設
等
の
利
用
券

な
ど
の
体
験
型
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
は
、
八
九
・
〇
％
と
な
っ

て
お
り
、
体
験
型
サ
ー
ビ
ス
が

返
礼
品
の
調
達
費
用
の
大
半
を

占
め
て
い
る
。

 

本
市
で
は
、
経
済
波
及
効
果

の
試
算
は
し
て
い
な
い
が
、
返

礼
品
を
調
達
し
た
費
用
で
あ
る

五
五
四
六
万
三
〇
〇
〇
円
の
商

品
等
が
市
内
事
業
者
へ
発
注
さ

れ
た
こ
と
に
加
え
、
体
験
型

サ
ー
ビ
ス
を
返
礼
品
と
し
て
選

択
し
た
方
々
に
つ
い
て
は
、

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
に
、

本
市
に
お
い
て
飲
食
や
お
土
産

等
を
購
入
す
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
二
次
的
な
市

内
消
費
を
含
め
、
相
当
程
度
の

経
済
波
及
効
果
が
あ
っ
た
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。

﹃
そ
の
他
の
質
疑　

三
項
目
﹄

市 議 会 だ よ り
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平
成
二
九
年
度
は
市
内
一
〇
カ

所
に
て
開
催
し
、
地
域
の
身
近

な
課
題
か
ら
本
市
の
未
来
に
向

け
た
提
言
な
ど
二
七
〇
件
の
ご

意
見
・
ご
提
言
を
い
た
だ
い
た
。

　

本
事
業
は
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
方

式
の
市
政
運
営
を
進
め
る
た
め

の
根
幹
を
な
す
事
業
の
一
つ
で

あ
り
、
政
策
ア
イ
デ
ア
の
宝
箱

と
し
て
、
今
後
も
皆
様
の
声
を

把
握
す
る
中
で
緊
急
性
や
優
先

度
を
見
極
め
つ
つ
、
市
政
に
反

映
さ
せ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

﹃
そ
の
他
の
質
疑　

七
項
目
﹄

市
長

納
期
限
を
過
ぎ
て
二
〇
日
以
内

に
督
促
状
を
発
送
し
、
発
送
し

た
日
か
ら
一
〇
日
を
経
過
し
た

日
ま
で
に
完
納
し
な
い
場
合
に

は
差
押
が
可
能
と
な
る

　

市
税
の
差
し
押
さ
え
に
至
る

ま
で
の
基
本
的
な
手
続
に
つ
い

て
は
、
国
税
徴
収
法
に
基
づ
き
、

納
期
限
を
過
ぎ
て
二
〇
日
以
内

に
督
促
状
を
発
送
し
、
そ
の
督

促
状
を
発
送
し
た
日
か
ら
起
算

し
て
一
〇
日
を
経
過
し
た
日
ま

で
に
完
納
し
な
い
場
合
に
は
差

し
押
さ
え
が
可
能
と
な
る
。

　

ま
た
、
差
し
押
さ
え
件
数
に

つ
い
て
は
、
平
成
二
八
年
度
は

一
六
三
件
で
あ
っ
た
が
、
平
成

二
九
年
度
は
一
一
六
七
件
の
差

し
押
さ
え
を
執
行
し
た
。

　

平
成
三
〇
年
度
に
お
い
て
は
、

八
月
末
現
在
で
前
年
同
月
に
比

べ
、
八
一
八
件
の
増
と
な
っ
て

お
り
、
前
年
度
を
超
え
る
差
し

押
さ
え
の
執
行
件
数
と
な
る
見

込
み
で
あ
る
。

﹃
そ
の
他
の
質
疑　

五
項
目
﹄

（登壇順に掲載）７議員が登壇/市政全般について質問

　

六
月
定
例
会
に
お
い
て
、
新

文
化
ホ
ー
ル
の
規
模
に
つ
い
て

は
、
六
〇
〇
席
か
ら
七
〇
〇
席

程
度
を
検
討
し
て
い
る
旨
の
答

弁
が
さ
れ
た
が
、
労
働
組
合
や

企
業
の
研
修
会
等
宿
泊
を
伴
う

活
用
も
視
野
に
入
れ
た
場
合
、

少
な
く
と
も
一
〇
〇
〇
席
程
度

の
規
模
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
い
か
が
か
。

市
長

施
設
内
容
の
充
実
を
図
る
中
で

適
正
な
座
席
数
に
つ
い
て
も
考

え
て
い
る

　

新
文
化
ホ
ー
ル
の
規
模
に
つ

い
て
は
、
観
光
会
館
ホ
ー
ル
の

利
用
状
況
は
大
半
が
五
〇
〇
人

以
下
で
、
稼
働
率
が
年
間
三

〇
％
程
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

維
持
経
費
等
も
考
慮
す
る
と
と

も
に
、
施
設
内
容
の
充
実
を
図

る
中
で
適
正
な
座
席
数
に
つ
い

て
も
考
え
て
い
る
。

　

現
在
、
地
域
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
等
で
市
民
の
皆
様
の

ご
意
見
を
伺
う
中
で
は
、
音
響

設
備
の
充
実
と
と
も
に
大
規
模

な
ホ
ー
ル
を
望
む
声
も
あ
る
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
有

効
的
な
利
活
用
が
さ
れ
る
よ
う
、

引
き
続
き
、
幅
広
い
ご
意
見
を

い
た
だ
く
中
で
、
ま
ち
づ
く
り

を
含
め
た
総
合
的
な
観
点
か
ら

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

﹃
そ
の
他
の
質
問　

三
項
目
﹄

　

災
害
時
に
お
け
る
対
応
に
関

し
、
自
主
避
難
が
難
し
い
高
齢

者
や
体
の
不
自
由
な
方
の
対
応

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
伺
う
。

自民・絆
青木敬博議員

災
害
時
に
お
け
る
自
主
避
難

が
難
し
い
方
へ
の
対
応
を
伺

う

正風改革クラブ
土屋　進議員

新
文
化
ホ
ー
ル
の
規
模
に
つ

い
て
伺
う

日本共産党
佐藤龍彦議員

差
し
押
さ
え
に
関
し
、そ
の
手
続
、

対
前
年
度
比
で
の
件
数
及
び
今

年
度
の
見
込
み
に
つ
い
て
伺
う

インターネットで映像配信中！
本会議の録画映像を会議の翌

日から起算して、おおむね一週

間後から視聴できます。

■アクセスは、

伊東市ホームページ→市議会

→市議会インターネット中継放送

※録画映像は公式記録ではあ

　りません。
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近
年
、
局
地
的
豪
雨
等
に
よ

り
、
河
川
の
氾
濫
が
発
生
し
、

各
地
で
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し

て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、

二
級
河
川
や
普
通
河
川
が
点
在

し
、
本
川
に
流
れ
込
む
支
川
が

逆
流
す
る
こ
と
で
、
支
川
氾
濫

を
引
き
起
こ
す
懸
念
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
地
域
防
災
計
画
で
定

め
る
水
防
計
画
及
び
河
川
の
災

害
予
防
計
画
に
お
い
て
、
未
然

防
止
策
及
び
減
災
対
策
を
ど
の

よ
う
に
講
じ
て
い
る
の
か
伺
う
。

市
長

各
計
画
に
よ
り
、
被
害
の
未
然

防
止
及
び
減
災
対
策
に
努
め
て

い
る

 

伊
東
市
水
防
計
画
書
に
よ
り
、

水
防
活
動
の
基
準
を
定
め
、
円

滑
に
活
動
が
行
え
る
よ
う
水
防

組
織
及
び
水
防
本
部
の
設
置
、

雨
量
や
水
位
の
観
測
通
報
体
制

の
整
備
に
よ
り
、
減
災
対
策
を

行
っ
て
い
る
。

 

ま
た
、
河
川
の
災
害
予
防
計

画
は
、
ハ
ー
ド
対
策
と
し
て
河

川
改
修
の
促
進
、
ソ
フ
ト
対
策

と
し
て
洪
水
予
報
等
の
伝
達
方

法
や
避
難
場
所
等
に
関
す
る
事

項
を
定
め
、
洪
水
浸
水
想
定
区

域
等
の
指
定
を
行
い
、
要
配
慮

者
施
設
の
避
難
の
確
保
に
関
す

る
計
画
の
策
定
や
避
難
訓
練
の

実
施
に
よ
り
、
被
害
の
未
然
防

止
及
び
減
災
に
努
め
て
い
る
。

﹃
そ
の
他
の
質
問　

二
項
目
﹄

　

前
市
長
逮
捕
と
い
う
重
大
事

件
が
起
き
た
が
、
再
発
防
止
を

図
る
た
め
に
は
、
行
政
の
あ
り

方
を
改
革
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
、
伊
東
市
土
地
取
得
に
係

る
業
務
見
直
し
検
討
委
員
会
の

進
捗
状
況
と
、
現
時
点
で
今
後

見
直
し
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る

主
な
問
題
点
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

委
員
会
で
検
証
し
、
結
果
を
公

表
す
る
と
と
も
に
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
す
る
予
定
で
あ
る

　

当
該
検
討
委
員
会
に
つ
い
て

は
、
第
二
回
目
の
開
催
に
向
け
、

土
地
売
買
契
約
の
締
結
に
係
る

稟
議
決
裁
な
ど
、
関
係
書
類
の

整
理
を
行
う
と
と
も
に
、
保
存

文
書
に
よ
り
確
認
が
で
き
て
い

な
い
一
部
の
土
地
取
得
の
経
緯

等
に
つ
い
て
、
当
時
の
担
当
者

か
ら
聞
き
取
り
を
行
う
な
ど
、

検
証
に
必
要
な
確
認
作
業
を

行
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
検
討
委
員
会
で
検
証

し
、
結
果
を
公
表
す
る
と
と
も

に
、
結
果
を
踏
ま
え
た
土
地
取

得
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、

公
表
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　

な
お
、
見
直
し
が
必
要
な
主

な
問
題
点
は
、
今
後
、
検
証
が

行
わ
れ
る
中
で
明
ら
か
に
な
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

﹃
そ
の
他
の
質
問　

五
項
目
﹄

　

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化

に
伴
い
、
誰
も
が
個
人
と
し
て

尊
重
さ
れ
平
等
な
社
会
を
つ
く

る
た
め
に
同
性
間
及
び
異
性
間

に
お
け
る
事
実
婚
カ
ッ
プ
ル
へ

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
が

必
要
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

市
長

ま
ず
は
、
多
様
な
性
を
認
め
、

理
解
す
る
と
い
う
意
識
の
涵
養

を
図
っ
て
い
き
た
い

　

同
制
度
を
導
入
し
て
い
る
自

治
体
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
が
、
異
性
間
の
事
実
婚

カ
ッ
プ
ル
に
つ
い
て
は
、
住
民

票
の
続
柄
を
﹁
未
届
の
妻

︵
夫
︶
﹂
と
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
り
、
ま
た
、
公
証
役
場
で

は
、
事
実
婚
契
約
公
正
証
書
の

作
成
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

改
め
て
証
明
書
等
を
発
行
す
る

市民民主クラブ
浅田良弘議員

河
川
の
災
害
対
策
に
つ
い
て
伺

う

伊東新時代。
犬飼このり議員

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
が
必

要
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か

日本共産党
重岡秀子議員

伊
東
市
土
地
取
得
に
係
る
業
務

見
直
し
検
討
委
員
会
の
進
捗
状

況
を
伺
う

市
長

避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
避
難

行
動
要
支
援
者
を
把
握
し
、
名

簿
を
作
成
す
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
る

　

災
害
対
策
基
本
法
で
は
、
市

町
村
長
は
み
ず
か
ら
避
難
す
る

こ
と
が
困
難
な
避
難
行
動
要
支

援
者
を
把
握
し
、
名
簿
を
作
成

し
て
お
く
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
名
簿
の
作

成
に
あ
わ
せ
て
、
平
常
時
か
ら
、

市
町
村
が
避
難
行
動
要
支
援
者

と
具
体
的
な
打
合
せ
を
行
い
な

が
ら
、
個
別
に
支
援
計
画
を
策

定
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
本
市
で
は
介
護

度
、
障
害
の
程
度
に
よ
り
、
避

難
の
際
に
支
援
が
必
要
と
想
定

さ
れ
る
二
四
三
三
人
の
避
難
行

動
要
支
援
者
名
簿
を
作
成
し
、

こ
の
う
ち
一
一
三
〇
人
か
ら
、

平
常
時
に
各
避
難
支
援
関
係
者

に
対
し
、
名
簿
を
提
供
す
る
こ

と
の
同
意
を
得
て
い
る
。

　

今
後
、
自
主
防
災
会
等
へ
の

名
簿
提
供
が
で
き
る
環
境
を
整

え
る
と
と
も
に
、
個
別
計
画
の

作
成
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

﹃
そ
の
他
の
質
問　

九
項
目
﹄

り
ん
ぎ

か
ん
よ
う

市 議 会 だ よ り
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市民民主クラブ
四宮和彦議員

　

前
市
長
の
収
賄
事
件
に
よ
り

市
政
運
営
に
対
す
る
疑
念
の
声

が
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に

つ
い
て
検
証
が
行
わ
れ
る
べ
き

で
あ
る
が
、
指
定
管
理
者
と
の

つ
な
が
り
に
つ
い
て
の
疑
念
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
病
院
の

指
定
管
理
者
で
あ
る
地
域
医
療

振
興
協
会
に
つ
い
て
、
前
市
長

及
び
前
副
市
長
が
同
協
会
の
役

職
に
就
い
て
い
た
と
聞
く
が
、

事
実
の
存
否
及
び
業
務
内
容
を

伺
う
。

市
長

前
市
長
は
三
月
末
ま
で
顧
問
に

就
任
し
て
い
た
、
前
副
市
長
は

参
与
と
し
て
勤
務
し
て
い
る

　

佃
弘
巳
前
市
長
に
つ
い
て
は
、

平
成
二
九
年
七
月
一
日
か
ら
平

成
三
〇
年
三
月
三
一
日
ま
で
の

間
、
地
域
医
療
振
興
協
会
の
求

め
に
よ
り
、
伊
東
市
民
病
院
の

顧
問
を
委
嘱
さ
れ
て
お
り
、
業

務
内
容
は
、
事
務
部
門
監
理
や

国
県
等
か
ら
の
情
報
収
集
な
ど

で
あ
っ
た
と
伺
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
佐
藤
活
也
前
副
市
長

に
つ
い
て
は
、
平
成
二
九
年
七

月
一
日
か
ら
現
在
ま
で
、
伊
東

市
民
病
院
と
の
雇
用
契
約
に
よ

り
、
参
与
と
し
て
勤
務
を
し
て

お
り
、
業
務
内
容
は
主
に
医
師

採
用
関
係
を
担
当
し
て
い
る
と

伺
っ
て
い
る
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
一
一
項
目
﹄

必
要
性
は
低
い
と
考
え
て
い
る
。

　

同
性
カ
ッ
プ
ル
に
つ
い
て
は
、

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
等
の
理
解
が
広
く
浸

透
で
き
て
い
な
い
と
認
識
し
て

お
り
、
ま
ず
は
、
多
様
な
性
を

認
め
、
理
解
す
る
と
い
う
意
識

の
涵
養
を
図
っ
て
き
た
い
。

　

今
後
は
、
同
性
間
・
異
性
間

を
問
わ
ず
、
事
実
婚
カ
ッ
プ
ル

が
不
利
益
と
な
ら
な
い
よ
う
、

現
状
で
行
え
る
手
続
の
周
知
を

図
る
と
と
も
に
、
制
度
に
つ
い

て
も
調
査
研
究
し
て
い
く
。

﹃
そ
の
他
の
質
問　

五
項
目
﹄

　

行
政
執
行
プ
ロ
セ
ス
の
正
当

性
を
検
証
す
る
観
点
か
ら
、
行

政
事
務
全
般
に
つ
い
て
問
題
点

の
検
証
と
対
策
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
事
業
の
企
画
か

ら
実
施
に
至
る
ま
で
の
基
本
的

な
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
伺
う
と

と
も
に
、
そ
こ
で
把
握
さ
れ
る

問
題
点
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

事
業
化
に
向
け
担
当
部
署
で
検

討
し
た
の
ち
、
副
市
長
、
市
長

を
経
て
、
議
会
の
議
決
を
得
る

　

事
業
の
企
画
か
ら
実
施
ま
で

は
、
担
当
部
署
で
市
民
ニ
ー
ズ

等
を
把
握
す
る
中
で
事
業
化
に

向
け
た
協
議
・
検
討
を
し
た
の

ち
、
市
長
・
副
市
長
へ
の
事
前

の
協
議
を
す
る
中
で
実
施
の
決

定
が
さ
れ
、
予
算
要
求
・
査
定

を
経
て
、
市
議
会
の
議
決
を
得

て
、
実
施
に
至
る
。

　

ま
た
、
問
題
点
と
し
て
は
、

企
画
か
ら
実
施
ま
で
を
担
当
課

ま
た
は
担
当
者
の
裁
量
に
委
ね

て
い
る
部
分
が
あ
る
の
で
、
稟

議
決
裁
を
受
け
る
際
の
添
付
書

類
等
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
や
、
口
頭
に
よ
る
相
談
を

行
っ
た
場
合
に
経
過
が
残
ら
な

い
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
実
施
事
業
に
つ
い
て

は
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
中
で
検
証
・

見
直
し
を
実
施
し
て
い
る
。

﹃
そ
の
他
の
質
問　

三
項
目
﹄

行
政
執
行
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い

て
伺
う

伊東新時代。
杉本一彦議員

市
民
病
院
に
係
る
前
市
長
・
前
副

市
長
の
役
職
就
任
状
況
を
伺
う

11月30日（金） 開会 
※日程等は、11月下旬の議会運営委員会において

　正式に決定します。

12月定例会の予定

※平成30年６月定例会閉会後から
　　　平成30年９月定例会開会まで

閉会中の議会活動

平成30年

土地取得に係る

監視機能強化特別委員会

議会活動活性化協議会

常任福祉文教委員会協議会

常任観光建設委員会協議会

議会報編集委員会

土地取得に係る

監視機能強化特別委員会

議会活動活性化協議会

土地取得に係る

監視機能強化特別委員会

議会運営委員会

7月12日

7月13日

7月19日

7月26日

7月30日

8月17日

8月20日

8月22日

8月28日

か
ん
よ
う

り
ん

ぎ

市 議 会 だ よ り
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平
成
三
〇
年
七
月
一
二
日
開

催
の
本
委
員
会
に
お
い
て
佃
前

市
長
在
任
中
に
取
得
し
た
一
〇

件
の
土
地
を
検
査
対
象
と
し
、

当
該
土
地
に
係
る
関
係
書
類
に

基
づ
き
、
八
月
一
七
日
及
び
二

二
日
開
催
の
本
委
員
会
に
お
い

て
検
証
し
た
結
果
の
概
要
︵
総

論
︶
を
次
の
と
お
り
報
告
す
る
。

総
論

一　

書
類
の
整
備
状
況

　

〜
行
政
事
務
の
一
部
ブ
ラ
ッ

　

ク
ボ
ッ
ク
ス
化
〜

　

決
裁
文
書
、
契
約
書
、
登
記

事
項
証
明
書
、
支
出
伝
票
、
現

況
写
真
・
位
置
図
等
、
手
続
上

必
要
な
書
類
は
整
っ
て
お
り
、

外
形
的
・
形
式
的
に
不
備
の
あ

る
土
地
取
得
は
な
く
、
不
適
正

な
点
は
な
か
っ
た
。
検
査
対
象

と
し
た
一
〇
件
の
土
地
取
得
の

う
ち
、
九
件
は
取
得
に
至
る
ま

で
の
庁
内
で
の
協
議
記
録
が
存

在
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
う
ち
七

件
は
売
り
主
と
の
交
渉
記
録
も

存
在
し
て
い
な
い
。
土
地
取
得

に
至
る
ま
で
の
経
緯
が
わ
か
る

書
類
が
存
在
し
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
意
思
形
成
過
程
及
び
売

り
主
と
の
交
渉
過
程
が
不
明
瞭

で
あ
り
、
公
正
性
か
つ
透
明
性

を
確
保
す
べ
き
行
政
事
務
の
一

部
が
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
し

て
い
た
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
当
局
に

お
い
て
関
係
職
員
等
に
対
す
る

ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
実
施
す
る
こ

と
で
記
録
を
再
現
し
、
追
加
資

料
と
し
て
提
出
を
求
め
て
い
く
。

二　

土
地
の
取
得
金
額

　

〜
取
得
金
額
の
評
価
方
法
に

　

改
善
の
余
地
〜

　

取
得
金
額
は
、
不
動
産
鑑
定

を
基
準
に
算
出
し
て
い
る
も
の
、

便
宜
的
に
固
定
資
産
税
評
価
額

に
よ
り
庁
内
で
算
出
し
て
い
る

も
の
と
あ
る
が
、
競
売
等
に
よ

り
民
間
が
取
得
し
た
土
地
の
金

額
は
市
場
価
格
を
下
回
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
解
体
費

用
な
ど
を
初
め
と
す
る
整
備
の

経
費
を
積
算
し
た
投
資
額
に
基

づ
き
、
価
格
形
成
し
、
評
価
を

行
う
こ
と
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ほ

ぼ
単
一
の
評
価
方
法
で
算
定
さ

れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
の
で
、

個
別
の
事
例
に
基
づ
き
、
複
数

の
評
価
に
よ
り
価
格
の
す
り
合

わ
せ
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
こ
と
か
ら
、
取
得
金
額
の

評
価
方
法
に
つ
い
て
も
改
善
の

余
地
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

三　

土
地
取
得
の
必
要
性

　

〜
土
地
取
得
に
至
る
経
緯
が

　

不
明
確
〜

　

適
法
な
法
定
手
続
が
踏
ま
れ

て
い
れ
ば
、
明
確
か
つ
具
体
的

な
利
用
目
的
が
な
い
場
合
に
お

い
て
も
土
地
を
取
得
す
る
こ
と

は
可
能
で
あ
る
が
、
市
民
か
ら

預
か
っ
た
税
金
の
有
用
な
使
途

と
し
て
、
将
来
の
必
要
性
を
見

据
え
る
中
で
行
政
裁
量
に
基
づ

く
取
得
の
妥
当
性
を
判
断
さ
れ

る
べ
き
こ
と
か
ら
、
必
要
性
に

つ
い
て
は
、
個
別
の
事
例
ご
と

に
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
際
に
は
、
そ
の
取

得
に
お
い
て
、
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
や
伊
東
市
総
合
計

画
な
ど
の
各
種
計
画
を
初
め
と

し
た
市
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
の
整
合

や
取
得
の
根
拠
が
必
要
で
あ
る
。

協
議
記
録
が
不
存
在
で
あ
る
た

め
、
土
地
取
得
に
至
る
経
緯
が

不
明
確
な
も
の
が
多
い
中
、
取

土
地
取
得
に
係
る
監
視
機
能
強
化
特
別
委
員
会

中
間
報
告

得
時
の
目
的
が
達
成
さ
れ
て
い

な
い
、
ま
た
は
、
変
更
さ
れ
て

い
る
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
状
況
に
該
当
す
る
案
件

に
つ
い
て
は
、
取
得
の
必
要
性

が
あ
っ
た
と
判
断
で
き
な
い
状

況
で
あ
る
。
ま
た
、
起
債
を
伴

う
も
の
は
、
そ
の
手
続
に
お
い

て
目
的
を
明
示
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
当
該
目
的
に
沿
う
中
で

の
取
得
及
び
活
用
を
す
べ
き
と

考
え
る
。

四　

土
地
の
活
用
状
況

　

〜
地
域
で
の
活
用
状
況
に
よ

　

り
個
別
に
判
断
〜

　

有
効
な
活
用
法
に
つ
い
て
は
、

主
観
的
な
判
断
も
影
響
す
る
た

め
一
概
に
評
価
で
き
な
い
点
で

あ
る
が
、
未
利
用
の
土
地
を
除

い
て
は
、
本
来
の
取
得
目
的
と

は
異
な
る
も
の
の
、
暫
定
的
に

地
域
で
の
活
用
が
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
活
用
状
況
に

つ
い
て
必
ず
し
も
否
定
す
る
も

の
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
活
用

状
況
、
取
得
の
目
的
及
び
投
資

額
と
の
関
係
性
に
お
い
て
看
過

で
き
な
い
と
判
断
し
た
案
件
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
つ
い

て
は
、
個
別
の
事
例
に
よ
り
評

価
す
る
。

寄
附
行
為
や
あ
い
さ
つ
状

の
禁
止
に
つ
い
て

　

市
内
に
お
い
て
、
議
員
が
次

の
行
為
を
行
う
こ
と
は
公
職
選

挙
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

■
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る

も
の
を
除
き
、
年
賀
状
等
、

時
候
の
あ
い
さ
つ
状
を
出
す

こ
と

■
有
料
の
あ
い
さ
つ
広
告
を
出

す
こ
と

■
政
党
、
そ
の
他
の
政
治
団
体

や
親
族
に
対
す
る
も
の
を
除

き
、
寄
附
を
す
る
こ
と

※
寄
附
に
は
、
お
歳
暮
や
お
年

賀
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

秘書等が代理で
出席する場合の
結婚祝

町内会の集会・
旅行等の催物への
寸志・飲食物の
差入

病気見舞

入学祝・卒業祝

お祭りへの
寄附・差入

落成式・
開店祝等の
花輪

みんなで徹底しよう

三ない運動

お歳暮・お年賀

秘書等が代理で
出席する場合の
葬儀の香典

地域の運動会・
スポーツ大会への
飲食物等の差入

葬儀の花輪・
供花

贈らない！

これらのものも、政治家の寄附禁止の
対象となります。

求めない！
受け

取らない！

※個別の案件については、市議会ホームページをごらんください。

市 議 会 だ よ り
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問

答

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

総務委員会 観光建設委員会 福祉文教委員会

◆詳細は、11月下旬発行予定の９月定例会会議録の委員会審査報告をごらんください。

〜常任委員会審査の中から〜

常任委員会だより

　健康福祉センターにおいて、

高齢者が施設利用の順番待ちを

している姿が見受けられるが、

施設の利用状況を伺う。

　１番利用されているのはカラ

オケができる音響室で、２部屋

あり、利用率は約50％であるこ

とから、希望利用時間が重なっ

たことで待ち時間ができたと推

察される。また、多目的ホールも

周知が図られ、利用率が上がっ

てきている。

　今夏の猛暑により学校等への

エアコン整備が全国的に話題と

なったが、生命にかかわる部分

であると考えることから、今後

の施設改修の優先順位に与える

影響を伺う。

　エアコン整備を優先的に考え

ていくことになると思うが、ト

イレ改修未実施校等との協議を

図る中で今後の施設改修を検討

していく。

　平成29年度伊東市一般会計

歳入歳出決算のうち、外国人観

光客誘致活動促進事業における、

タイに向けた誘客の成果を伺う。

　期間限定でフェイスブックを

開設したところ、フォロワー数

などから予想を上回る反響が

あったと判断し、今後も継続す

る予定である。また、タイからの

観光客数も徐々にふえている。

　　　　　　

　一般会計補正予算における

H I K A R I  t o  Y U K A T A

（ひかり と ゆかた）にぎわい

演出事業でのライトアップにつ

いて、設置場所の拡大に係る今

後の展開を伺う。

　本事業では周遊ルートを設定

して取り組んでおり、今年度は

東海館ライトアップ、松川遊歩

道に和風の街灯の設置、冬季限

定で松川藤の広場へと展開して

いき、伊東駅から商店街を通り、

松川沿いまでを一体的にライト

アップしていきたい。

　地域おこし協力隊の活動状況

及び市のサポート体制を伺う。

　任期が最長３年間のうち２年

目を迎えているが、最終的に本

市への定住を視野に入れる中で、

地域のイベント等へ積極的に参

加しており、ジビエを活用した

ペットフードの開発、商品化に

向けて試行錯誤していることか

ら、本市で起業できるよう、業務

提携等の相談などの支援を行っ

ていく。

　市長への手紙に関し、中高生

から多くの手紙をいただいてい

るが、事業の取り組みを伺う。

　学校の授業の一環で、中高生

に手紙を提出していただき、中

高生ならではの意見を多数いた

だいたところである。

　本事業については、原則、返信

は行わないが、建設的な意見に

ついては、必要に応じて返信を

しており、一部ではあるが、意見

の内容を毎月発行の広報いとう

に掲載している。

フェイスブックでタイに向けて
伊東の情報を発信

健康福祉センター
カラオケのできる音響室

地域おこし協力隊

市 議 会 だ よ り
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委

員

長

副
委
員
長

委

員

〃〃〃

四　

宮　

和　

彦

佐　

藤　

龍　

彦

山　

口　

嘉　

昭

大　

川　

勝　

弘

鳥　

居　

康　

子

犬

飼

こ

の

り

市
民
と
の
交
流
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
︵
議
会
報
告
会
︶
を
開
催

　　

本
市
議
会
で
は
、
議
会
活
動

活
性
化
協
議
会
に
お
い
て
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
及
び
議
会

報
告
会
開
催
の
検
討
を
し
て
お

り
、
そ
の
情
報
も
お
伝
え
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
号
の
発
行
時
に
は
終
了
し

て
お
り
ま
す
が
、
初
の
議
会
報

告
会
を
一
〇
月
三
一
日
に
八
幡

野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

一
一
月
五
日
に
観
光
会
館
別
館

で
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
し
、

そ
の
準
備
も
同
時
に
進
め
て
い

ま
す
。
議
会
だ
よ
り
で
は
で
き

な
い
、
議
会
情
報
を
発
信
し
な

が
ら
、
市
民
の
皆
様
と
直
接
意

見
交
換
で
き
る
機
会
で
す
。
こ

の
様
子
は
次
号
で
詳
し
く
お
伝

え
す
る
予
定
で
す
。

議
会
報
編
集
委
員
会

市
議
会
に
関
す
る
ご
意
見

　
　

ご
質
問
は
議
会
事
務
局
へ

 

伊
東
市
議
会
で
は
、
市
民
の

皆
様
か
ら
の
負
託
に
応
え
、
一

層
の
信
頼
が
得
ら
れ
ま
す
よ
う
、

﹁
開
か
れ
た
議
会
﹂
と
な
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
向
け
た
初
め
て
の
取

り
組
み
と
し
て
、
市
民
の
皆
様

に
議
会
の
活
動
状
況
等
に
つ
い

て
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

議
会
運
営
や
議
員
活
動
へ
の
ご

意
見
や
ご
提
言
な
ど
を
お
聴
か

せ
い
た
だ
く
た
め
、
一
〇
月
三

一
日
に
八
幡
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
、
一
一
月
五
日
に
観

光
会
館
別
館
の
二
会
場
で
、

﹁
市
民
と
議
会
の
交
流
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
﹂
と
銘
打
っ
て
、
議

会
報
告
会
を
開
催
し
、
合
わ
せ

て
約
一
五
〇
名
の
市
民
の
皆
様

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

各
会
場
で
い
た
だ
い
た
ご
意

見
や
ご
質
問
等
に
つ
い
て
は
、

本
市
議
会
と
し
て
共
有
し
、
今

後
の
議
会
活
動
に
生
か
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
主
な
内
容

に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
次
号
の
議
会
だ
よ
り
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

報
告
会
の
概
要

一　

議
会
の
仕
組
み
や
議
会
活

動
の
概
要

二　

各
常
任
委
員
会
か
ら
の
報

告

三　

特
別
委
員
会
か
ら
の
報
告

四　

皆
様
か
ら
の
ご
意
見
・
ご

質
問

編

集

後

記
︵
鳥
居
︶

  11月5日（月）
観光会館別館

  10月31日（水）
八幡野コミュニティセンター

　

九
月
三
日
の
定
例
会
初
日
は

﹁
浴
衣
議
会
﹂
と
し
て
、
議
員

及
び
市
長
を
初
め
と
す
る
市
幹

部
職
員
が
全
員
浴
衣
を
着
用
し

て
本
会
議
を
行
い
ま
し
た
。

 

地
域
活
性
化
を
促
進
す
る
た

め
の
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｉ　

ｔ
ｏ　

Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
︵
ひ
か
り
と 

ゆ
か
た
︶
に
ぎ
わ
い
演
出
事
業

を
議
会
と
し
て
も
応
援
し
、
温

泉
情
緒
あ
ふ
れ
る
伊
東
を

市
内
外
に
発
信
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
で
、

男
性
議
員
は　
　
　
　
　

の
文
字
が
入
っ
た
浴
衣
を

着
用
し
ま
し
た
。

 

当
日
は
、
市
長
か
ら
事

業
推
進
へ
の
協
力
に
感
謝

の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
る
場

面
も
あ
り
ま
し
た
。

〜
温
泉
情
緒
あ
ふ
れ
る
伊
東
を
発
信
〜

〜
開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し
て
〜

﹁
伊
東
温
泉
﹂

市 議 会 だ よ り
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「
い

と
う

市
議

会
だ

よ
り

」
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す




